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今年は２月に中国から流行の端を発した新型コロ

ナウイルス禍が日本国内のみならず全世界を巻き込

みながら感染の広がりをみせており，広島県でも県

民の皆様へのコロナ対策の取り組みを最優先業務と

して，当センターの職員も支援対応に貢献致してお

ります。この原稿を作成している５月現在は，まだ

感染の終息が見えない状況ですので，今年度の試験

研究業務への大きな影響が出ることが懸念されると

ころです。 

平成 29 年度策定の「広島県立総合技術研究所中期

事業計画も４年目の最終年に入りました。センター

の鳥瞰図と業務運営方針およびアクションプランに

則り，「2020 広島県農林水産業チャレンジプラン」

及びそのアクションプログラム（第Ⅱ期）の達成に

向けて，カキ及び地先定着魚を中心に，生産から販

売までを視野に入れた技術開発・支援，そして赤潮・

貝毒・疾病対策・資源動向や内水面振興等につきま

しては，県民の安心安全及び水産事業者の生産基盤

確保に努めて参りました。これまでの４年間の取り

組みで至らなかった点を反省として踏まえつつ，社

会情勢の動きに即した課題を次期中期事業計画へと

繋げていきたいと考えております。 

今年度の当センターの取組みについていくつかご

紹介します。 

カキ分野では，近年常態化して大きな問題となっ

ている採苗対策について，県水産課と共に広島市等

のカキ養殖関連市町や国の瀬戸内海区水産研究所と

連携しながら，安定的な採苗確保対策の構築に向け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

た取組を今年度も継続実施します。カキ養殖が抱え 

る問題は，地球規模の気候変動を背景に，広島湾の 

栄養塩環境とカキ養殖の生産構造の長年に渡る変化

が複雑に絡み合ってもたらされているものであるこ

とから，採苗対策の課題解決のみならず養殖全般に

渡って現在の環境にマッチした養殖方法の抜本的な

見直しについても取り組みを展開します。また，殻

付きカキの振興推進に向けて，非破壊評価技術や夏

期生食のための浄化技術につきましても，引き続き

技術支援に取り組んでまいります。 

漁労分野については，当センターが開発した，低

塩分処理技術と蓄養を組合せた，高品質な活魚を安

定的に供給する技術（特許技術）の現場展開への技

術支援を引き続き実施するとともに，漁業法の改定

による水産制度改革への対応について，国や県水産

課との連携を強化しながら取り組んでまいります。 

内水面漁業については，アユの冷水病対策を中心

とした放流用アユ種苗の質と量の確保の継続と，国

内第２位の生産量で近年海外への輸出が活発化して

いるニシキゴイの輸出衛生証明書の発行や防疫面の

業界指導にも注力を行ってまいります。 

漁業を取り巻く環境は依然として厳しいものがあ

りますが，豊かな瀬戸内の幸を将来の世代へも引き

継いでいけるように，試験研究面からイノベーショ

ンによる競争力のある高い技術の獲得と普及に水産

海洋技術センター職員全員で取り組んで参ります。 

どうぞ皆様の引き続きの御支援とご指導を賜りま

すよう，よろしくお願いいたします。 
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●47 年間の浅海定線調査から見える広島県海域の 

 環境変化 

水産研究部 研究員 村田 憲一 

ねらい 

 広島県は 1971 年から浅海定線調査を実施してい

る。最近地球温暖化や瀬戸内海における貧栄養化な

どが注目されているが，広島県海域における水温及

び栄養塩に関連する項目の推移・変化について取り

まとめたので発表する。 

 

概要 

①水温の変化 

広島湾海域においても水温が上昇傾向にあるこ

とを確認した。ただし上昇傾向については海域ごと

に特徴がみられた。 

東部，中部海域においては表層・底層，最高・最

低水温ともほぼ一様の上昇傾向を示し，その度合い

は 0.015～0.02℃／年であった。これは大阪湾での

数値とほぼ一致し，おそらく瀬戸内海全域でこの程

度の上昇傾向がみられるものと考えられた。 

広島湾海域では表層水温の上昇が顕著で，これは

広島湾海域では成層が強いことと関連があるものと

思われた。広島湾海域では今後はますます成層が強

くなり，貧酸素水塊の発生及びその長期化が懸念さ

れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②栄養塩の変化 

年平均で見ると DIP（溶存態無機リン）について 

はすべての海域で微増傾向がみられた。 

年平均で見ると DIN（溶存態無機窒素）は広島湾

沿岸～呉湾海域を除いて減少傾向がみられた。 

季節別では東部海域では夏から冬にかけて増加

傾向がみられた。中部海域では 1 年を通じて減少傾

向がみられた。広島湾沿岸は夏から冬にかけて増加

傾向がみられた。広島湾中央では夏から秋に表層に

のみ増加傾向がみられ，底層は 1 年を通じて減少傾

向がみられた。呉湾海域では夏の底層にのみ増加傾

向がみられ，そのほかは減少傾向であった。 

栄養塩と降水量の関係は明らかではなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の展開 

 水温の上昇については今後も注視して観測する必

要がある。現在の調査頻度では粗いので，今後は自

動観測・IoT ブイの設置なども考える必要があるの

かもしれない。 

 瀬戸内海の栄養塩の由来は外洋や分布については

不明な点が多い。実際の生産に関与している栄養塩

の由来を確認することは重要と考えるがその研究は

当センターの能力を超えている。DIN，DIP とその生

産物である植物プランクトンとの関係性についても

不明な点が多いがこれも機器の不足から研究は困難

である。 

  

令和元年度研究成果発表会 
  

 令和２年２月６日(木)に広島市内のホテルで，広島県立総合技術研究所水産海洋技術センター令和

元年度研究成果発表会を開催しました。 

 今回は，当センターが約半世紀にわたり行っている基礎調査に関する口頭発表を紹介します。 

 

２ すいさんとかいよう 



 

●カタクチイワシ卵稚仔調査から明らかになった 

 広島県のカタクチイワシ資源の今 

水産研究部 研究員 藤澤 美咲 

 

ねらい 

 カタクチイワシはチリメンやイリコなどとして馴

染みの深い魚種であり，広島県内の総漁獲量は約

1.2 万トン，魚種別海面漁獲量割合は 85%と，広島県

において非常に重要な魚種と言える。広島県全体で

みると，カタクチイワシ漁業は安定して漁獲がある

ものの，県西部・東部海域別でみると，県西部では

好調，県東部では不調となっている。県西部・県東

部では，漁獲対象銘柄が異なるため，海域間で比較

する際には注意が必要であるが，傾向の異なる県西

部・県東部別に分析する必要がある。そこで，本発

表では，当センターが継続して行っているカタクチ

イワシ卵稚仔調査から得られたデータを基に，県西

部海域と県東部海域に分けて傾向を捉えることとし

た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

概 要 

 カタクチイワシ卵稚仔調査は，４月–11 月までの

８か月間，月１回，実施している。今回は，県西部

10 定点，県東部 2 定点のデータを，漁獲量は，煮干

共販出荷結果（広島県漁業協同組合連合会提供）を

用いて，分析を行った。また，県西部・東部共に，

５–７月頃まで卵仔魚が採集されているため，この期

間のデータを用いている。 

①カタクチイワシ卵数・仔魚数の年変化 

 両海域ともに，卵数（粒/m3）と仔魚数（尾/m3）

が変動はあるものの，増加傾向にある。 

②カタクチイワシの卵と仔魚の関係性 

 卵と仔魚の関係性をみたところ，相関があり，つ

まり，卵からふ化して，仔魚サイズまでつながって

いることが明らかになった。 

 

 

③卵数とチリメン・カエリ漁獲尾数との関係性 

 卵からふ化してチリメンやカエリとして漁獲され

るまでに約 1 ヵ月かかることが報告されているため，

卵数は 5–7 月を，チリメン・カエリ漁獲尾数は 6–8

月のデータを用いた。また，傾向を捉えるために，

クラスター分析を行った。 

 その結果，県西部は，４グループに，県東部は，

３グループに分類することができ，両海域ともに，

５–10 年おきにグループが変化していることが明ら

かになった。傾向としては，県西部・県東部ともに

卵から漁獲へつながりにくくなっていることも明ら

かになった。また，県東部ではここ近年，卵数とチ

リメン・カエリ漁獲尾数との関係性がなくなってき

ていることが示唆された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の展開 

 今回，広島県のカタクチイワシが，卵から漁獲サ

イズまでつながりにくくなっていることが明らかに

なったが，その原因については，現在，他県等と協

力しながら，調査中である。今後，原因究明を行い

ながら，資源動向を継続して把握し，限りある資源

をどう守り活用していくのかを考えていく必要があ

る。  
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カタクチイワシの卵数と漁獲尾数の関係性 

（上：県西部，下：県東部） 
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殻がついた状態で出荷される「殻付きカキ」は，

贈答やオイスターバー・カキ小屋などで扱われ，海

のうまみを殻に閉じ込めた状態で消費者まで運ばれ

ます。海で育った限りなく原型に近い状態で出荷さ

れる食品ですが，それ故に，身の太り具合（身入り）

を直接確認することができず，身入りが極端に悪い

殻付きカキ（水カキ）が少なからず出荷されてしま

う問題があります（写真１）。生き物であるため，ば

らつきが生じることは避けられない問題ですが，出

荷商品の品質問題はクレーム発生の原因やブランド

力向上の妨げとなります。このことは生産者にとっ

て積極的な広島産殻付きカキの生産出荷を妨げる長

年の悩みであり，今後の需要増加への対応を難しく

する一要因となっています。 

そこで，「殻付きカキの身入りを開けることなく

測る技術とそのための装置（殻付きカキ非破壊品質

評価技術）」の開発は，広島カキの魅力を向上させ，

競争力を強化するための重要課題であると考え，殻

付きカキ仲買業者及び食品計測機器メーカーの研究

協力を頂き，技術の開発に取り組みました。 

昨年度までの三カ年，課題解決研究として取り組

み，一定の成果が得られましたので，研究を進めた

３つのステップに従い紹介させて頂きます。 

 

①「身入り」を測る技術の開発 

これまでの身入りは，人の目で見た外観や手に持

った感触などによる感覚的なものでしたが，機械的

に判別するためには数値として身入りを表現する必

要がありました。そこで，様々な時期，海域で生産

された，二倍体及び三倍体の殻付きカキを数千個入

手し，品質情報の蓄積を行いました。それらの情報

から，身入り状態で異なる複数の測定値を明らかに

し，機械的に判別するための指標となる「身入り度」

を定めました。 

 

②非破壊情報→身入り度変換式の作成 

非破壊で殻付きカキの身入り度を推定するために

は，非破壊情報と①で定めた身入り度を結びつけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

る必要があります。入手した殻付きカキから透過画

像を取得し， そこから抽出される複数の特徴情報と

身入り度のパターン認識を行い，非破壊情報から身

入り度を出力する変換式を作成しました。これによ

り，身入り度を求めたい殻付きカキ非破壊情報から，

即座に「身入り推定値」を算出することが可能とな

りました。 

 

③推定精度の評価 

人間の感覚による推定（現状の方法：正解率７，

８割程度）と機械による推定について現状精度の比

較を行いました。正解率は人間と同程度の判別率で

したが，身入り不良を検出する能力（市場に不良品

を流さない確率）は，人間の感覚より高い確率で判

別できました。 

 

今後の活動 

本研究の最終目標は，技術を開発することではな

く，検査機器として出荷現場で稼働し，広島産殻付

きカキのブランド力向上の一助となることです。課

題は多くありますが，さらなる精度向上の検討・実

証試験を経て，十分な費用対効果が得られると判断

されるよう，完成度を高める研究を継続して行って

いきます。 

 

 

 

 

 

殻付きカキの身入りを開けずに判別 

 ～カキ非破壊品質評価技術の開発～ 

水産研究部 水野 健一郎 

 

４ 

写真１ 身入りの良いかき（左），水かき（右） 

（殻の形・重さはほぼ同じ） 

すいさんとかいよう 



 

 

 

 

 

 

これまで２回にわたり「栄養塩の話」をしてきま

したが，改めて栄養塩とはどのようなものか具体的

に記してみたいと思います。 

排水などに含まれる栄養塩については，全窒素，

全リンという言葉が使われます。これは文字通り排

水に含まれている窒素やリンの全量を示していて，

窒素であればＰＯＮ（粒状態有機窒素），ＤＯＮ（溶

存態有機窒素），ＤＩＮ（溶存態無機窒素）に分類さ

れます。粒状態有機窒素はプランクトンそのもの又

はプランクトンを含む生物の体の一部，溶存態有機

窒素は粒状態有機窒素が分解して水に溶けた状態，

溶存態無機窒素は溶存態有機窒素がさらに分解され

アンモニア，亜硝酸，硝酸にまでなった状態をいい

ます。粒状態を栄養塩と表現して良いものかどうか

については疑問もありますが，いずれは溶存態とな

りますし，濾過食性生物（動物プランクトンの一部

や二枚貝など）の重要な餌となり，基礎生産を支え

ているので差支えないと思います。溶存態無機につ

いては，いわゆる肥料そのものであるので疑問の余

地はありません。問題は溶存態有機で，これを直接

利用する生物はいないと考えられてきたようです。

そのため栄養塩分析といえば，ほとんどが溶存態無

機の測定のことを指します。ところが，研究が進ん

だ結果，陸上のものも含めた植物及び植物プランク

トンの中には，有機の栄養塩も利用するものがいる

ことがわかってきました。共生細菌などのこともあ

り，その構造は結構複雑なようです。陸上の植物は

さておき水中の植物，特に植物プランクトンに目を

移すと，ここに少なからず厄介な問題があります。

実は溶存態有機の栄養塩を利用可能な植物プランク

トンには有害赤潮の原因となるものが多いらしく，

さらには粒状態有機のものまで利用する種類までい

るのです。もっともこのような種類は多くはないの

であまり気にしなくてもよいのかもしれません。さ

らに，溶存態有機の栄養塩は難分解性栄養塩とも呼

ばれる分子量数ダルトン（ダルトンとは分子量

1,000 を表す言葉だそうです）のものが相当量あり，

その性質や生物による利用のされ方などについてわ

かっていることは多くなく，１年以上たっても分解

されず，そのままということぐらいしかわかってい

ません。とはいえ，現実に存在していて生物の営み 

 

 

 

 

 

 

の中で何らかの役割を果たしていることは間違いな

いと思われますので，溶存態の栄養塩は有機のもの

も測定する必要があるかもしれません。 

ここからは当センターが行っている栄養塩の測

定について紹介します。 

栄養塩の測定を行う場合，まず標準液を準備する

必要があります。アンモニア態窒素の場合は，硫酸

アンモニウム 0.330385ｇを 250ml のＭＱ水（ＭＱ水

とは超純水のことで，蒸留水よりもはるかに純度が

高い水です）に溶かし，これを 1 ml 取ってさらに

200 ml のＭＱ水に溶かします。これをさらに 10 倍

に薄め 10μmoｌ/㍑という濃度にします。ちなみに，

通常無機態の窒素濃度がこれぐらいあれば，ノリの

養殖においても不足するということはありません。 

μとは 100 万分の一ですから，10μmol は硫酸ア

ンモニウムが１㍑の水に 0.00132g，窒素のみなら

0.0001401g が溶けているという計算になります。そ

のほかの亜硝酸，硝酸，リン酸，ケイ素の標準液の

仕様も似たようなもので，要するにかなり微量な世

界であるということを理解していただけると思いま

す。ここまで微量であると測定機器や器具にはかな

りの清浄さと精密さが要求されますし，使用する薬

品類や水にも相当の純度が要求されます。また，汚

染にも気を配らなければなりません。作業前には手

を水でよく洗うのは当然で，服装にも気を使います。

さらに濃硫酸などの劇物や毒性がある危険な薬品も

使用します。しかも使用しているオートアナライザ

ーという機械はコンピューターで作動し精密，正確

さを売りにし，かつ，非常に高価な機械のはずです

が結構気まぐれなところがあります。球切れではな

いのにランプがつかなかったり，いきなり油切れで

異音を発したり，チューブが外れたり，オートサン

プラーが突然止まったりして作業者を苦しめること

があります。おかげで作業中は緊張の連続で分析が

終わると疲れ果ててしまい，何事もなく無事終了し

たときは思わずアタオコロイノナの神（これについ

ては北杜夫の「どくとるマンボウ航海記」および「ど

くとるマンボウ昆虫記」を参照）に感謝の祈りをさ

さげてしまうほどで，これが毎月 1 回，赤潮の季節

には月に 2 回あり，ズボラな筆者には結構な難行苦

役です。 

栄養塩の話（３） 
水産研究部 村田 憲一 
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ト ピ ッ ク ス 
技術支援部 

 

すいさんとかいよう ６ 

職員の異動 

 

転出者                   転入者 

次 長 岩西 慶宗 食品工業技術センター  次 長 横手 克尚  縮景園・県立美術館 

総務部 堀田 優紀 退職          総務部 佐々木 優吏 採用  

珍魚報告 

 昨年の秋頃，広島湾でギンガメアジ（写真左）がよく釣れたとの報告がありました。 

 また，江田島市内の漁業者さんから呉湾でイトヒキアジ（写真右）が獲れたとの報告がありました。 

 どちらも熱帯から亜熱帯の海域に生息する，最大で１ｍを超える大型のアジの仲間ですが，水温上

昇の影響で広島の海まで迷い込んだものと思われます。 

第 70 回全国漁港漁場大会 

 昨年 10月 29 日に福山市で第 70 回全国漁港漁場大

会が開催されましたが，当センターが視察地の一つ

に選ばれ，北は岩手県から南は沖縄県の漁港漁場関

係者 200 名以上が来所されました。 

 直接漁業に関わる漁業関係者だけでなく，代議士

や地方議員，行政関係者など，広く水産業に関わる

全国各地の方々に，当センターの取り組みや保有技

術を紹介することができました。 

祝 特許査定 

 株式会社クラハシ様及び県立広島大学様と共同で出願していた「魚類の保存方法」が，令和 2 年

5 月 19 日付けで特許査定を受けました。 
 この技術は従来の低塩分飼育技術に水温のファクターを加え，外傷回復を促す効果をより高めた

技術となっております。 
 詳しいことを知りたい方は，当センターの技術支援部までお問い合わせください。 



 

【令和元年度】 

 行事記録 

 ４月２６日 かき生産対策協議会役員会 広島市 

 ５月１０日 大崎上島漁港漁場再生事業検討委員会 大崎上島町 

 ５月１５日 かき生産対策協議会組合長会議 広島市 

 ６月２７日 全国湖沼河川研究会西日本ブロック会議 鳥取市 

 ６月２８日 全国場長会内水面部会西日本ブロック会議 鳥取市 

 ７月 ２日 広島バイテク推進協議会総会 広島市 

 ７月 ３日～４日 全国場長会海面部会 宇和島市 

 ８月２０日～２１日 瀬戸内海ブロック資源評価会議 広島市 

 ８月２２日 かき生産対策協議会 広島市 

 ８月３０日 瀬戸内海４県カキ情報交換会 岡山市 

 ９月 ５日～６日 近畿中国四国ブロック魚病検討会 大阪市 

 ９月 ５日～６日 瀬戸内海研究フォーラム 広島市 

 ９月１１日 さわら検討会議 神戸市 

 ９月１１日～１２日 魚病学会秋季大会 福井市 

 ９月１８日 大崎上島漁港漁場再生事業検討委員会 大崎上島町 

 ９月１８日～１９日 内水面関係研究開発推進会議 東京都 

１１月 ７日 瀬戸内ブロック研究推進会議シンポジウム 広島市 

１１月 ８日 瀬戸内ブロック研究推進会議合同部会 広島市 

１１月１９日～２０日 全国場長会 新潟市 

１１月２１日～２２日 トラフグ全国協議会 広島市 

１１月２１日 漁場環境保全関係研究開発推進会議有害物質部会 広島市 

１２月 ４日 赤潮・貝毒部会 広島市 

１２月 ９日～１０日 瀬戸内海ブロック推進会議 広島市 

１２月１１日～１２日 全国湖沼河川研究会西日本Ｂ研究会 山口市 

１２月１１日～１２日 魚病症例研究会 

１２月２０日 広島湾研究集会 広島市 

 ２月 ６日 水産海洋技術センター成果発表会 広島市 

 ２月２６日 都道府県水産関係試験研究機関長会議 東京都 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

来所者記録 

 ４月 １日 ひろしま国際センター8名 

 ４月 ９日 株式会社メカテック 2名 

 ４月２４日 海事懇談会 10名 

 ５月２９日 佐世保市漁業協同組合 15名 

 ６月２０日 江田島市女性会連合会 47名 

 ７月２９日 呉市役所 6名 

 ８月２２日～２７日 

       音戸中学校職場体験 2名 

 ９月１９日 クニヒロ株式会社 4名 

 ９月２０日 広島大学 16名 

 ９月２６日 小豆島町漁業振興協議会 19名 

 ９月３０日 香川県水産試験場 4名 

１０月 ９日 クニヒロ株式会社 5名 

１０月２８日 千葉県漁港漁場協会 39名 

１０月３０日 岩手県漁港漁場協会 48名 

       香川県漁港漁場協会 17名 

       沖縄県漁港漁場協会 30名 

       全国漁港漁場大会来賓団 32名 

１０月３１日 長崎県漁港漁場協会 46名 

１１月 ６日 きらきら音戸保育園 57名 

１１月１４日 全国内水面漁場管理委員会 

       西日本ブロック協議会 45名 

１１月２８日 広島工業大学3名 

１２月 ３日 株式会社サタケ 5名 

 １月２９日 宮崎県議会自由民主党 6名 

 １月３１日 静岡県漁連 8名 

 ２月２５日 網走市水産加工振興会 9名 

 ２月２６日 クニヒロ株式会社 5名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表紙写真：カタクチイワシの卵稚仔 

広島県立総合技術研究所 

水産海洋技術センター 

水産と海洋（すいさんとかいよう）No.30 
**水産海洋技術センターだより**                 〒737-1207 

広島県呉市音戸町波多見６丁目 21-1 

☎0823-51-2171 FAX0823-52-2683 
                                 

http://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/32/suigi-top.html 

令和２年６月 発行      


